
企 画 書（参加申込書）

国際パッシブハウスセミナー

「日・独・英・米～様々な気候風土でのパッシブハウス」

ドイツ発のパッシブハウスは欧州のみならず米国においても広がりを見せています。

日本と同じような様々な気候風土を抱えている米国では暖房負荷だけでなく冷房負荷や除湿量につ

いても計算したパッシブハウスの建設が広がっています。

ドイツ・英国・米国・日本 様々な気候風土におけるパッシブハウスの設計について、パッシブハ

ウスの実務を実践している建築家、エネルギーコンサルタントの皆様から最新の情報をお聞きします。

また、パネルディスカッションでは参加者との Q＆A タイムをつくります。

日 時 ２０１３年７月１７日（水）

開場１３：００ /開会１３：３０ /閉会１６：４５

会 場 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 B3-1 会議室

定 員 ５０名（先着順）

参加費 外断熱推進会議会員 ２，０００円

非会員・企業・設計事務所等 ３，０００円

一般ユーザー ご招待（無料）

主 催 特定非営利活動法人 外断熱推進会議 木造部会

共 催 日本パッシブハウスセンター（有限会社イーアイ）

協 賛 株式会社パッシブハウス 03-6721-5106

信越ビー・アイ・ビー株式会社 026-295-6155

飯田ウッドワークシステム株式会社 03-6228-6288

セミナー内容

開会 司会 堀内 正純（日本パッシブハウスセンター）

講演１：パッシブハウスとは（２５分） 堀内 正純

講演２：英国のパッシブハウス（４０分） 末武 純子様（ロンドン在住）

講演３：米国のパッシブハウス（４０分） 岡田 早代様（ボストン在住）

講演４：日本とドイツのパッシブハウス（４０分） クーラー アンドレア様（ミュンヘン在住）

パネルディスカッションと Q&A（４０分）

司 会 堀内 正純

パネリスト クーラー アンドレア様（ミュンヘン在住）

末武 純子様（ロンドン在住）

岡田 早代様（ボストン在住）

閉会



講師の皆様

□クーラー アンドレア Andrea Kurrer 公認パッシブハウス・コンサルタント

ベルギー生まれのドイツ人。小学生のころ第一オイル危機を体験。

ミュンヘン工科大学で機械工学卒。車部品メーカー勤務、1993 年

来日、2000 年に関東地方から八ヶ岳へ。2005 年ドイツでエネ

ルギーコンサルタントの勉強、2008 年 passivehouse.jp のネット

ワークに参加。2009 年ドイツにおいてパッシブハウスコンサルタント

の資格取得。現在ミュンヘンに暮らしながら、たびたび来日し講演や

パッシブハウスに関するコンサルタントを行う。

□末武 純子 Suetake Junko 公認パッシブハウス・デザイナー

建築家 九州芸術工科大学大学院で省エネルギー・生態学的デザイン

を専攻。その後日本と英国にて様々な建築家のもとで働く。2000 年

に日本で独立し主に住宅設計を通じて国産木材や自然素材に向き合う。

2005 年に再度渡英。昨年まで共同主宰を務めた事務所にて設計した

木造住宅 Bateman Mews が 2010 年英国建築家協会賞受賞。

現在はロンドンで UK パッシブハウス団体の仲間とコ・ハウジングを

設計中。1967 年生まれ。Suetake Studio 2 主宰。一級建築士。

ドイツのパッシブハウス研究所公認パッシブハウス・デザイナー。

http://www.suetake.co.uk

□ 岡田早代 Okada Sayo LEED AP

建築家 1978 年奈良生まれ。米国ボストンのウェントワース工業大学

の建築学科卒業。ボストン、ケンブリッジを主な拠点とし様々な建築家、

工務店の下で省エネの木造住宅デザインの設計に携わる。2013 年に独立。

現在、横浜市内でパッシブハウスレベルの住宅、そしてボストン近郊で

パッシブハウス、EnerPHit レベルを目指す住宅を設計中。パッシブハウス

ニューイングランドグループに参加し、省エネルギー住宅、パッシブハウス

の普及に努める。
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□ 「日・独・英・米～国際パッシブハウスセミナー」に参加します。

会 社 名 ＴＥＬ

氏 名 歳 ＦＡＸ

住 所 E-mail

受付締切 7 月 12 日（金） 参加申込みされた皆様には、定員を超えた場合のみこちらから連絡をいたします。

特定非営利活動法人 外断熱推進会議 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 407 ＴＥＬ03-3436-4755

参加申込書先 ＦＡＸ ０３-３４３６-０６７８ （外断熱推進会議宛）


